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QMixを使う一般的な手順について示していきます。 

QMixを起動し、Ｑシートを作成・編集、Ｑスタートを使う操作になります。 

 

１．起動 

QMix アイコン  をダブルクリックするか、[スタート]→[すべてのプログラム]→

[QMix]を選択して起動します。 

 

２．起動画面 

 

起動すると図１のような画面が現れます。各ボタンやフェーダなどの個々の説明について

はマニュアルを参照してください。 

 

 

図１ 起動画面 

３．Ｑシートへのファイル登録（Ｑシート作成） 

 (1) ドラッグ・アンド・ドロップで登録する方法 



ＱシートへWAVファイル形式の音楽ファイルや効果音ファイルを登録するには、エク

スプローラ等から登録したい CH のフェーダかＱシートにファイルをドラッグ・アン

ド・ドロップすると簡単にできます（図２）。ドロップされた順番にＱ番号が振られレ

コードとしてＱシートに登録されていきます（図３）。Ｑシートの編集はメニューから

[編集]→[Ｑシート編集]としてＱシート編集ウインドウで表示できます（図４）。このウ

インドウで表示されている各行がレコードになります。図４では１つのレコードに１

つのファイルが割り当てられています。一番左の列に各レコードに振られたＱ番号が

示されています。ファイルのフォルダは一番初めに登録したファイルのフォルダパス

が自動的に当てられます。他のファイルも同一フォルダに入っている方が望ましいで

す（必須ではありません）。ここではファイルで説明しますが連続再生リストファイル

も同様の取り扱いができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ CHフェーダやＱシートへドラッグ・アンド・ドロップで音楽ファイルを登録 
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図３ ファイル登録後 

 

 

図４ ファイルを登録したＱシート（Ｑシート編集ウインドウ） 

 

登録した直後では音量レベルやフェードインなどの時間の設定はデフォルト状態です

ので、これらを設定する必要があります。図４のＱシート編集ウインドウで設定するレ

コードを選択して変更ボタンを押すか（図５）、または、設定するレコードをダブルク

リックします。するとデータレコードウインドウが開きます（図６）のでレベル等を設

Ｑ番号 

編集メニュー 



定してください（図７）。OKボタンを押して設定を完了します。 

 

図５ レコードの設定の変更 

 

 

図６ データレコードウインドウ 
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図７ レコードのレベルや説明を設定した例 

 

 (2) Ｑシート編集ウインドウで登録する方法 

Ｑシート編集ウインドウからファイルを登録する方法もあります。Ｑシート編集ウイ

ンドウはメニューから[編集]→[Ｑシート編集]で開きます（図８）。 

 

図８ Ｑシート編集ウインドウを開く 

編集メニュー 



まず、ファイルが入れてあるフォルダを指定します。すべてのファイルが同一のフォ

ルダに入っている方が望ましいです。参照ボタンを押すとフォルダの参照ウインドウ

が開きますので、フォルダを指定して下さい。ファイルフォルダの欄に指定したフル

パス名が表示されます。次に、Ｑシート編集ウインドウの追加ボタンを押して、デー

タレコードウインドウを開きます（図９，図１０）。 

 

図９ Ｑシート編集ウインドウ 

 

 

図１０ データレコードウインドウ 

 

データレコードウインドウでＱ番号、CH、タイトル、ファイル名、音量レベルを指定

します（図１１）。ファイル/コマンドのところでファイル名を指定します。CH で 1 か

追加ボタン 

参照ボタン 



ら 6 のフェーダ番号を選択しているときはファイル名を直接書き込むことができます。

ファイル名のみを記載したときにはファイルフォルダに存在するものとみなされます。

それ以外のところにある場合にはフルパス名で指定してください。また、参照ボタンを

押してファイル選択することもできます。タイトルは他のレコード名と異なるようにつ

けてください。プリセットレベル(PRE)のところはレベル設定をフェーダのメモリの数

字として入力します。また、必要ならばフェードイン時間、フェードアウト時間、ディ

レー、出力先の指定、説明の欄も設定してください。フェードイン時間は再生開始のと

きにこの時間をかけてレベルの値まで音量が上がります。フェードアウトは F.Oボタン

を押したときにこの時間かけて音量が下がります。OKボタンを押して設定を完了しま

す。図１２にすべてのファイルを登録した状態を示します。 

 

図１１ レコードの設定 

 

図１２ ファイルの登録完了 



４．Ｑシートの編集（シーンの作成） 

(1) ファイル挿入 

前節、図１２の状態からさらにファイルを挿入したい場合には、直上に挿入したい場

所のレコードを選択します。例えば、Ｑ番号４と５のレコードの間に挿入したいとき

は図１３のようにＱ番号５を選択します。そして、挿入ボタンを押します。 

 

図１３ ファイルの挿入 

 

挿入ボタンを押すと図１４のようにデータレコードウインドウが表示されますが、この

ときＱ番号は４と５の間ということで 4.5という番号が振られています。必要があれば

Ｑ番号を手動で変更することもできます（挿入箇所以外の番号を指定してもかまいませ

ん）。また、ファイル名以外の項目にはＱ番号４番のデータがコピーされていますので

適宜修正します。ファイル名のところは前節３(2)のファイルの登録と同様、直接ファイ

ル名を書き込むか、参照ボタンでファイルを選択します。 
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図１４ 挿入ボタンを押した直後のデータレコードウインドウ 

 

 

図１５ データを修正 

図１５の例のようにレコードを修正したら OKボタンで終了します。すると図１６に示

すようにレコードが挿入されます。Ｑ番号をすべて整数に付け替えるにはＱ番号の整数

化ボタンを押します（図１７）。 



 

図１６ レコード挿入後のＱシート 

 

 

図１７ Ｑ番号の整数化 

(2) コマンドの使用 

例えば図１７でＱ番号５番の「発車」のレコードで発車.wav が再生されますが、次の

Ｑでこれをフェードアウトしたい場合には次のようにして FOUT コマンドを使います。 

まず、前項でファイルを挿入したときと同じように、挿入する箇所を選択します。こ

こでは５番と６番の間に挿入しますから、６番を選択します。そして、挿入ボタンを

押し（図１８）、データレコードウインドウを開きます（図１９）。 

Ｑ番号整数化ボタン 



 

図１８ 挿入箇所を選択 

 

 

図１９ 挿入するレコード 

 

Ｑ番号が 5.5になっています。その他のデータは５番のレコードがコピーされています。

さて、ここでコマンドを使います。ファイル/コマンドのところのボックスの右端の▼を

押すとコマンドの一覧が表示されます（図２０）。ここではフェードアウトを行います

ので FOUTを選びます（図２１）。 

 

挿入ボタン 



 

図２０ コマンド一覧を表示 

 

図２１ コマンドを選択（FOUTを選択したところ） 

 

 

タイトル、フェードアウト時間等のその他の項目も設定します。ただし、FOUTコマン

ドの場合にはレベル、フェードイン時間に設定した値は無視されます（図２２）。また、

今の場合、Ｑ番号５番のレコードが CH1になっていますから、FOUTコマンドは CH1

に対して実行しますので、CH項目は変更不要です。OKを押すと挿入が完了します（図

ここを押す 

コマンドが表示 

FOUTを選択 



２３）。 

 

 

図２２ レコードの項目を設定 

 

 

図２３ コマンドのレコードを挿入完了 



 

図２４ Ｑ番号整数化 

 

Ｑ番号を整数化して整え（図２４）、Ｑシート編集ウインドウを OKで閉じます。 

 

５．Ｑシートの保存と読み込み 

(1) Ｑシートの保存 

Ｑシートの編集が終わったらメニューから[ファイル]→[名前をつけて保存]で、ファイ

ル名をつけＱシートを保存します（図２５）。作成済みのファイルを修正し上書きで保

存する場合は[ファイル]→[上書き保存]でできます。 

 

(2) Ｑシートの読み込み 

一度作成したＱシートを読み込む時は[ファイル]→[開く]で開くことがます。 

 



 

図２５ Ｑシートの保存 

 

６．Ｑボタンを使った順次操作 

(1) Ｑ番号の呼び出し 

シーンを最初から始めたい時やＱシートを編集後にテストとして再生するとき、また、

練習やリハーサルなどで途中のＱ番号からシーンを始めたい場合にはＱ番号を呼び出

す必要があります。Ｑ番号の呼び出しには２つの方法があります。一つはＱシートに

表示されているＱ番号のレコードをダブルクリックする方法で、もう一つは、次のＱ

に呼び出すＱ番号を書き込み、[呼出]ボタンを押す方法です。ここでは例としてＱ番号

10番のレコード」を呼び出します（図２６）。 

ファイルメニュー 



 

図２６ Ｑ番号の呼び出し（２つの方法でＱ番号 10番を呼び出す） 

 

呼び出すと図２７のように、各CHの10番以後のＱ番号のレコードが呼び出されます。

そして、各 CHのレコードで設定されているレベルにそれぞれのフェーダが調整されま

す。Ｑシートには呼び出したＱ番号 10番のレコードが黄色で表示されます。 

方法１方法１方法１方法１ 

Ｑシート中の呼び出したいレコード

をダブルクリック 

方法２方法２方法２方法２ 

次のＱに呼び出すＱ番号を書い

て呼出ボタンを押す 



 

図２７ Ｑ番号呼び出し後の画面 

 

(2) レコードの実行（ファイル再生） 

図２７の状態で Q ボタンを押すとＱ番号 10 番のレコードが実行されます。今の場合

は再生ボタンが自動的に押され、ファイルの再生が開始されます（図２８）。そして、

次のＱ番号（ここでは 11番）のレコードが表示され、Ｑシートでは現在実行中が赤で、

次のＱが黄色で表示されます。 

 次のＱ番号は 11番で、11番は CH1をフェードアウトのコマンドなので、Q ボタン

を押すと現在再生中の CH1 がフェードアウトし、その次のＱ番号 12 番が準備されま

す（図２９）。 

 このように次々と Q ボタンを押すだけで、順次レコードが実行され、次のＱ番号の

レコードが準備されます。 
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図２８ Q ボタンで実行した状態 

 

図２９ Ｑ番号 11番を実行した後の状態 

現在実行中のＱ番号は赤で、次

のＱ番号は黄色で表示される 

Q ボタン 

再生ボタンが自動的

に押される 
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７．Ｑシート編集のテクニック 

(1) ２つのレコードの同時実行 

音楽と効果音など２つのファイルを同時にスタートさせたり、別々に再生を開始した

ファイルを同時に終了させたりするときなど、２つのレコードを同時に実行するには

同じＱ番号を指定します。図３０には、後者の例が示されています。 

Ｑ番号 22番のレコードには CH2にファイルが設定されており、22番を実行するとフ

ァイルが再生されます。次の 23 番のレコードは CH1 にファイルが設定されており、

23 番を実行するとこのファイルが再生を開始するので、この時点では２つのファイル

が再生中になります。その次のＱ番号 24 番をもつレコードは２つあり、一つは CH1

をフェードアウトするコマンド FOUT、もう一つは CH2をフェードアウトするコマン

ド FOUT となっていますから 24 番を実行するとこの２つのレコードが同時に実行さ

れて両方の CHがフェードアウトされます。 

 

図３０ ２つのレコードの同時実行 

 

(2) 遅延実行 

２つのファイルを同一のＱに設定しておいて一方に対してもう一方を１テンポ遅くス

タートさせることができます。図３１には、その例が示されています。 

同じＱ番号 22番をもつ CH1と CH2の２つのレコードを設定します。CH1のレコー

ドにはディレーが設定されています。この図では 500ミリ秒が設定されています。こ

の例の場合、Ｑボタンを押すと、先に CH2の再生が始まり、500ミリ秒遅れて CH1

の再生が始まります。遅延（ディレー）の設定は図３２に示すように[ディレー]の項目

に値を指定することでできます。 



 

図３１ 遅延実行の例 

 

図３２ ディレーの設定 

(3) クロスフェード 

先に再生されている音楽がフェードアウトすると同時に次の音楽がフェードインで再

生開始するという、いわゆるクロスフェードを行うには、フェードアウトを実行する

コマンドのレコードとフェードインするレコードとを同じＱ番号にすることでできま

す。 

図３３にはその例が示されています。Ｑ番号 30番を持つレコードは２つあり、一つは

CH1 でファイルを再生開始するフェードイン時間(F.I)が指定されています。もう一つ

は、CH2 をフェードアウトするコマンド FOUTになっていて、Ｑ番号 28番で再生中

のファイルをフェードアウトします。Ｑ番号 30番を実行するとこの２つのレコードが

遅延（ディレー）時間の設定 



同時に実行され、クロスフェードとなります。 

 

 

図３３ クロスフェードの例 

 

(4) 連続アップダウン 

シーンに合わせて音量をアップ・ダウンさせるには連続してコマンドのレコードを並

べることでできます。図３４にその例を示します。Ｑ番号 53番でファイルの再生が始

まり、54 番でフェードダウン、56 番でフェードアップ、57 番でフェードアウトにな

ります。 

 

 

図３４ 連続アップダウンの例 

 

８．連続再生リストの編集 

複数の音楽ファイルなどを途切れることなく連続して順次再生する場合には連続再生リス



トを使います。連続再生リストは３節で説明したように音楽ファイルと同様に扱い、Ｑシ

ートにレコードとして登録することができます。ここでは、連続再生リストの作成方法に

ついて説明します。 

 

(1) 連続再生リスト編集ウインドウを開く 

連続再生リスト編集ウインドウはメニューから[編集]→[連続再生リスト編集]で開きま

す。図３５のウインドウが開きます。 

 

 

図３５ 連続再生リスト編集ウインドウ 

 

(2) 連続再生フォルダを指定する 

連続再生を行う音楽ファイル(WAV ファイル形式)はすべて同一のフォルダに入ってい

ると想定されています。ファイルが入っているフォルダを指定します。参照ボタンを

押して選択することもできます（図３６）。 



 

図３６ 連続再生フォルダの指定 

 

(3) ファイルを登録する 

音楽ファイルを登録するには追加ボタンを押します。ファイルを開くウインドウが開

きますのでファイルを選択します。複数のファイルを同時に選択することもできます

（図３７，図３８）。また、ドラッグアンドドロップでも登録できます。 

 

 

図３７ 音楽ファイルの登録 

 

追加ボタン 



 

図３８ 音楽ファイルを読み込んだ状態 

 

(4) ファイルの順序を変える 

リストの順序を変えるには、移動するファイルを選択し、▲，▼ボタンで上下に移動

します（図３９）。 

 

 

図３９ WAVファイルを移動 

 

 

 

ファイルを選択 

移動ボタン 



(5) テスト再生 

テスト的に再生を行うには、再生開始するファイルを選択して Play ボタンを押すか、

ファイルをダブルクリックすると再生を開始します。Stop ボタンを押すまでリストに

並んだ順番に再生します。読み飛ばしたいファイルがある場合には左のチェックをは

ずします（図４０）。 

 

 

図４０ テスト再生 

 

 

(6) リストファイル保存と読み込み 

連続再生リストファイルを保存するには保存ボタンを押します。拡張子は lstとするこ

とを推奨します。また、既存のファイルを読み込むときは読込ボタンを押してファイ

ルを選択します。新しくファイルを作成するときは新規ボタンを押します（図４１）。 

再生開始ファイル

を選択 

再生開始と終了ボタン 

チェックをはずすと

読み飛ばす 



  

図４１ 連続再生リストファイルの保存と読込 

 

９．Ｑシートのスクロール設定 

既定の動作ではＱが進んでいくとＱシート上の赤と黄色の表示（カーソル）が下へ移動し、

図４２に示すように最下段に黄色カーソルが来たときに、次にＱを実行するとスクロール

されるようになります。しかしながらこの状態では常に最下段にカーソルがある状態なの

でそれよりも下のレコードを見たい場合には、手動でスクロールする必要があります。 

 

図４２ 最下段にカーソルがある状態 

新規・読込・保存ボタン 

カーソルが最下段の行にある状態 



常にカーソルより下のレコードを表示させていたい場合には、図４３の「Ｑシートのカー

ソル移動を制限します」にチェックを入れます。メニューの[表示]→[オプション]からこの

ウインドウを開くことができます。 

 

図４３ カーソル移動の制限（Ｑシートスクロール設定） 

 

現在のＱを示す赤いカーソルより上のレコード（上の行）をいくつ表示するかを指定すれ

ば、指定された行のところに来たときに次のＱを実行すれば、カーソルが移動せずスクロ

ールをする設定になります。図４３の例のように５個表示すると指定すれば図４４に示す

位置でカーソルが止まり、スクロールされるようになります。ただし、最後のレコードが

Ｑシートのウインドウに表示されるようになると、それ以後はカーソルが再び下へ移動す

るようになります。 

 
図４４ 指定位置でのカーソル停止 

５個のレコードが上に表示 

表示可能な数のレコードが常に

表示される 


